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３ はじめの言葉 

 
４ 続情報社会を生き抜く 

センスと人材の確保                田原文夫 

データにはオーナーシップがある。誰でもが勝手自由に使って言い訳ではない。ビッグ

データの分析論が流行のようだが、所有権が放棄された万人共有データがあって、しかも

世の中すべてのデータが網羅されているデータベースとして存在していると考えられて

いるようでもある。果たして、そうか。幻想か錯覚だと言っておこう。Intelligence（情報

処理）する Intellectual（知力）に裏打ちされていなければ、ヘタな情報分析作業は、新

たな混乱の原因になるばかりである。 
 
１０ 情報社会を考える その５１ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

昨今のシステム技術者考 
前号本編で伝えた新システムへの移行プロジェクトで遅延状況に陥っているカード会

社では、一月経過するも依然として新システムへの移行のメドが立っていない。 

一月前に発表した新システム移行遅延に関して、移行時期の更なる延期を繰り返しカー

ド利用者（ユーザー）に知らせている。新システムへの移行にともなうカード利用者の締

め日、決済日の変更について、予告公表してきていただけに、「より安全・確実に移行す

るために」という言い訳の繰り返しに虚しさ、憐れさが漂う。 

我が国はコンピュータ導入台数、普及率でアメリカに次いで世界第二位だとされてきた

が、当該企業のケースに表れているように、我が国のシステム開発力、コンピュータ活用

レベルの凋落ぶりがうかがわれる。偏に、システム開発現場の人的能力の不足が主な要因

だと思われる。 

 
１２ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 46        水田 浩 

オープンガバメント OG 12  工業化社会をデジタル化する 
社会全体が工業社会から情報社会に移る第一段階ではICT（情報通信技術）が個々の組

織の効率化のために、それぞれが独立して導入され、第二段階では工業社会の組織はそ

のままにして組織間をICTで統合してゆく。社会全体を情報社会に変える準備段階である。

第一段階での最初のデジタル化運動が 1994 年から世界規模で行われたCALS運動であっ

た。そして次に行われたのが電子政府運動であった。 
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１８ 連載 アーキテクチャ論 （44） 

アーキテクチャ中心設計手法 ACDM 
         山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

Lattanzeによって提案されたアーキテクチャ中心設計手法(Architecture Centric 
Design Method, ACDM) は、これまで、米国のSEIで開発されてきたアーキテクチャの基

礎知識に基づいている。本稿では、まずACDMの書籍の構成について概説する。次いで

ACDMの基本概念について説明する 
 

２９ IT 新時代とパラダイム・シフト 
第６１回 ミニブログ微博、 

中国人観光客による買い物を左右         根本忠明 
中国人観光客による爆買が、日本も含め世界中で猛威を奮っている。中国人観光客は、

他の国の観光客に比べ、2 倍以上も買い物をするからである。日本も例外ではない。この

中国人観光客の買い物に影響力を持つといわれるのが、中国の SNS であり、その中でも

ミニブログ微博なのである。今回は、訪日中国人観光客の爆買ぶりと微博について紹介す

ることにしたい。 
 
 

３１ 続インテリジェンスへのいざない 59 

「大義なし」どころか 

争点も論点もない年末選挙           今井 武 

本当に慌ただしい年末選挙となった。大義どころか、国民の信を問う基本姿勢がない。

信を問うどころか、政治不信を増長するだけではないのかと懸念される。与野党間の争点

／論点も定かではない。それだけに投票判断の材料となる各政党の発信情報も不十分さが

目立つ。 
 

３４ しすてむこらむ 
ビッグデータに対処するため 
米国エネルギー省、IBM DCS を採用 

処理能力で現行スパコンの 10 倍     メゾフォルテ 
ビッグデータ分析に新手法で臨む 

IBM はこのほど、米国エネルギー省からローレンスリヴァモア国立研究所とオークリッ

ジ国立研究所向けに、科学、工学、国家安全保障の イノベーションと発見の推進を目的

とする世界最先端のデータセントリックスーパーコンピュータシステム（DCS）を 3 億

2500 万ドルで受注したと発表した。IBM のデータセントリック手法を用いた新システム

は、データが存在するあらゆる場所でそのコンピューティング能力を発揮し、データの移

動とエネルギーの消費を最小限に抑えるものだと説明されている。 
 

 

３６ 連載 四字熟語力トレーニング           すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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